








る
Q

リ
リ
プ
ウ
ト
（
九
）
の
人
形
は
飛
ぷ
こ
ご
も
出
来
る
。

ヘ
跳
ね
上
る
こ
こ
も
出
末
る
。
自
分
の
中
に
自
分
を
撚
す
こ
こ
も

た
の
で
あ
る
。

芝
居

t
は
反
到
に
、
魂
の
奥
底
に
突
き
入
り
、
小
さ

往
い
「
フ
ア
ウ
ス
ト
』
（
四
）
を
も
典
へ
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ス
ト

）
は
人
形
芝
居
の
一
種
の
染
學
を
書
い
た
，
ぶ
グ
ミ

J
V
.

村

ミ
ュ
ン
ヘ

ン
藪
術
家
の
人
形
劇
塩
(
-
>

フ
ラ
ン
ク
フ

J
Vト
の
メ
ッ
セ
の
人
形
芝
居
が
少
年
ョ
＾
ン
•
ウ
ォ
J
Vフ
ガ
ン
グ
0

ゲ
工
『
プ
に
典
へ
だ
深
い
印
象
（
二
）
は
、
我

々
に
『
ヰ
JV

ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
ラ
JV
』
の
最
も
美
し
い
箇
所

g)
を
見
せ
た
の
み
で
は
な
く
、
獨
逸
文
學
中
最
も
深
く
、
最
も

ゴ
炉
ツ
（
六
）
は
『
子
供
の
本
』
の
中
で
人
形
の
た
め
に
特
に
愛
ら
し
い
一
章
を
捧
げ
て
ゐ
る
。
ジ
ュ
ト

JV

ム
？
七
）
は
北
獨
逸
の

人
形
逍
ひ
の
ク
イ
プ
を
不
朽
化
し
た
の
で
あ
る
。
メ
ニ
テ
JV
リ
ン
ク
、

ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ア
JV
及
び
ジ
ュ
ニ
ッ
ツ
＞

JV
は
近
代
的

な
人
形
芝
居
の
某
礎
を
築
い
た
。
こ
の
近
代
的
な
人
形
芝
居
は
ボ
チ
イ
（
八
）
の
事
件
の
多
い
、
粗
野
な
、
窃
質
主
義
的
な
人
形

．．． 

ご
人
形
ど
に
、
戚
情
の
け
ぢ
め
を
現
は
す
マ
J

い
ふ
性
質
を
附
典
し

如
何
な
る
人
で
も
、
童
話
の
俯
調
ご
秘
密
の
匂
ひ
を
浮
動
さ
せ
る
、
人
形
芝
居
の
魅
力
に
幻
惑
さ
れ
な
い
も
の
は
な
い
0

そ

れ
は
限
界
な
き
可
能
性
を
示
す
こ
こ
ろ
む
特
殊
の
罷
界
で
あ
る
0

人
形
芝
居
に
存
す
る
グ
ロ
ー
プ
ス
ク
は
あ
ら
ゆ
る
人
を
盤
惑
す

出
末
る
Q

さ
う
し
て
彼
等
は
脚
節
に
よ
っ
て
人
間
の
蓮
動
を
す
る
0

様
式
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
解
剖
學
的
に
正
し
い
0

木

島 ウ

オ

民 JV 

蔵 フ
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そ
の
末
流
に
今
H
な
ほ
到
る
所
で
、
（
殊
に
人
形
を
愛
好
す
る
マ
ン
チ
ュ
ア
、
及
び
オ
オ
ベ

JV
バ
イ
エ

JV

ン
（
三
）
の
小
さ
な
村

落
、
市
船
で
）
出
行
ふ
の
で
あ
る
。
彼
等
の
醜
さ
は
し
か
し
、
辛
グ
ミ
炉
•
ゴ
炉
ツ
が
こ
れ
を
認
め
て
説
明
し
た
や
う
に
、
直

稽
な
醜
屈
の
中
に
、
輝
由
は
自
分
に
判
然
し
な
い
が
、
興
呼
深
く
、
詩
的
に
、
空
想
的
に
、
訛
代
未
聞
の
現
象
の
や
う
に
、
私

に
は
息
は
れ
た
Q

|

|
＇
さ
う
云
つ
て
も
適
切
で
は
な
い
。
ー
ー
簡
箪
に
い
へ
ば
、
有

b
得
べ
か
ら
ざ
る
や
う
に
、
ま
だ
並
外
れ

だ
醜
さ
に
於
て
、
超
自
然
的
に
、
超
人
間
的
に
、
悪
魔
的
に
、
幽
成
的
に
、

出
し
て
噌
＜
粉
挽
場
の
隠
馬
セ
見
て
、
こ
の
や
う
な
隈
も
全
く
醜
い
か
ら
美
し
い
の
だ
マ
J

い
っ
た
、
友
人
の
全
く
山
出
し
の
山

帝
の
心
持
が
は
じ
め
て
完
全
に
理
解
さ
れ
た
ほ
ざ
、
崇
高
に
、
絶
美
に
息
は
れ
た
の
で
あ
る
』
(
-
―
―
―
>

に
『
俯
調
の
土
添
因
』
と
な
る
。

る
美
』
こ
解
す
る
場
合
に
、

製
り
内
臓
か
ら
は
人
間
の
路
が
発
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
0

そ
の
上
、
彼
等
は
永
遠
の
優
美
を
具
へ
て
ゐ
る
。
ク
ラ
イ
ス
ト
は

そ
の
存
在
を
、
人
形
に
於
け
る
再
現
(

I

0
)

の
不
可
能
か
ら
説
明
し
た
。

な
る
度
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
に
存
す
る
優
美
は
盆
々
光
を
放
ち
、
支
配
的
に
現
は
れ
て
来
る
こ
ご
を
我
々
は
見
る
。

幽
の
一
方
の
側
に
起
っ
た
ニ
ッ
の
線
の
交
叉
が
、
無
限
を
経
過
し
た
後
突
然
再
び
他
の
側
に
於
て
現
は
れ
、
ま
た
は
凹
面
鏡
の

映
像
が
無
限
に
遠
か
っ
た
後
、
突
然
再
び
我
々
の
す
ぐ
前
に
現
は
れ
る
ご
同
様
に
、
知
覺
が
い
は
ば
無
限
を
罷
過
し
た
塙
合
に
、

優
美
は
再
び
現
出
す
る
り
で
あ
る
°
優
美
は
そ
れ
こ
同
時
に
、
意
識
セ
全
然
有
し
な
い
か
も
し
く
は
無
限
に
有
す
る
か
す
る
こ

こ
ろ
の
人
間
の
身
盟
構
造
の
中
に
、
郎
ち
、
人
龍
模
型
の
中
か
も
'
-
く
は
紳
の
中
に
、
最
も
純
粋
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
」

2
-）

ク
ラ
イ
ス
ト
が
認
め
た
古
い
種
類
の
人
形
の
優
美
は
、
我
々
が
こ
の

セ
＞
ッ
シ
ン
グ
の
意
味
に
於
て
、

『
魅

11』
に
某
く
の
で
あ
る
0

こ
れ
ら
の
古
い
人
形
は
夢
幻
の
僅
美
を
有
し
て
ゐ
な
い
0

我
々
は

『
人
形
の
相
貌
が
驚
く
ぺ
き
鉗
鼻
、
突
き
出
た
眼
、
歯
セ
む
き
出
し
た
口
等
の
如
き
、
荒
唐
無

か
る
が
故
に
、
ニ
―
1

一
年
前
に
、
驚
く
べ
き
大
墜
を

『
運
動
に
於
け

一
ツ
の

『
有
機
的
世
界
に
於
て
は
再
現
が
朧
げ
に
、
薄
弱
に

ー：!5― 



L
か
し
こ
の
原
始
性
は
、
そ
の
本
性
の
或
る
も
の
を
檬
牲
に
す
る
こ
ご
な
し
に
改
良
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
宜
例

『
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
蒻
術
家
の
人
形
劇
場
』
が
役
立
つ
。
こ
れ
は
六
年
前

2

に
著
述
家
パ
ウ
J
V
o
プ
ラ
ン

2
六
）
が
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
に
設
立
し
、
彼
是
す
る
間
に
各
國
へ
客
演
旅
行
に
出
掛
け
た
こ
ご
に
よ
っ
て
國
際
的
に
名
粒
を
博
す
る
に
至
っ
た
も
の

の
で
あ
る
0

改
良
さ
れ
た
人
形
芝
居
に
闊
す
る
思
想
の
登
生
地
に
し
て
最
初
の
発
現
地
た
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
藪

術
史
の
人
形
芝
居
の
故
郷
で
あ
る
0

こ
A

に
『
母
の
家
』
小
さ
な
喜
劇
俳
優
の
住
み
心
地
の
よ
い
隊
れ
家
が
立
つ
て
ゐ
る
。
ブ

ラ
ン
は
一
定
の
期
間
を
置
い
て
い
つ
も
こ
>
へ
蹄
つ
て
末
る
0

ボ
チ
イ
老
伯
爵
（

あ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
人
の
許
で
、
ブ
ラ
ン
の
『
聯
合
藪
術
作
品
』
2
八
）
は
最
も
よ
い
共
嗚
盤
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

千
九
百
十
年
に
｀
歳
の
市
に
見
る
や
う
な
板
張
小
屋
か
ら
、
優
秀
な
パ
ウ
J
V
.
J
V
ウ
ド
井
ッ
ヒ
・
ト
ロ
オ
ス
ト
（
一
色
の
建
築
に

な
っ
た
、
装
飾
さ
れ
た
家
に
引
き
移
っ
た
0

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
博
覧
會
遊
園
地
の
地
稿
の
内
で
、
古
い
、
静
か
な
バ
ヴ
リ
ア
公

の
も
の
に
出
會
は
な
い
で
あ
ら
う
や
う
な
、
す
ぐ
れ
て

七
）
を
は
じ
め
、
人
形
芝
居
の
理
解
あ
る
友
で

の
額
縁
ご
小
さ
な
劇
場
こ
を
、

ブ
ラ
ン
の
た
め
に
作
っ
た

で
あ
る
。
パ
ウ
J
V
•ブ
ラ
ン
は
造
形
藝
術
家
の
一
群
ど
聯
合
し
た0
彼
等
は

人
形
Jゞ

を
、
人
々
が
遠
近
を
間
は
す
類
似

こ
し
て
、

に
使
ふ
ほ
ざ
間
逹
っ
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。

ク
ラ
イ
ス
ト
の
無
意
識
的
な
優
美
ご
ゴ

JV
ツ
の
誇
張
し
だ
性
格
描
鈷
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
超
人
間
性
ご
の
、
こ
の
ニ
ツ
の
文

章
の
中
に
賓
際
、
人
形
芝
居
の
す
べ
て
の
美
學
が
存
在
し
て
ゐ
る
0

人
々
が
も
し
『
人
形
芝
居
の
改
造
』
を
行
は
ぅ
ご
し
、
ラ

イ
ン
＾

J
Vト
ま
た
は
ゲ
オ

J
Vク
•
フ
ッ
ク
ス
（
一
四
）
が
郷
墨
に
到
し
て
敢
行
し
た
こ
こ
ろ
に
似
た
質
諭
セ
企
て
よ
う
ご
す
る
な

ら
ば
、
優
美
ご
超
人
間
性
ど
は
失
は
れ
る
で
あ
ら
う
0

精
巧
に
過
ぎ
て
却
て
悪
く
な
っ
た
こ
こ
ろ
の
紳
士
振
り
に
堕
す
ま
い
ご

す
る
な
ら
ば
、
原
始
性
が
人
形
芝
居
の
最
高
法
則
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
近
代
的
技
巧
及
び
機
械
的
ト
リ
ッ
ク
を
人
形
芝
屈

- :~6 — 







人
形
芝
居
の
特
殊
の
様
式
は
特
に
適
し
た
戯
曲
の
撰
探
を
制
限
す
る
3

そ
れ
ら
の
戯
曲
は
梢
無
言
劇
風
の
性
質
を
そ
れ
自
ら

其
へ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

一
音
楽
が
戯
曲
そ
の
も
の
、
中
に
多
く
眠
つ
て
ゐ
だ
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
う
し
て
出
来
事
は

宜
際
生
活
ご
多
く
交
捗
の
な
い
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
0

人
形
芝
居
は
ア
JV
カ
デ
イ
ア
人
（
ニ
―
―
-
）
の
夢
の
國
、
も
し
く
は
．
ハ

ラ
セ
JV

・
ス
ス
(
-
ー
円
）
に
何
等
汚
名
を
被
ら
せ
な
い
魔
法
の
國
へ
、
我
々
を
業
し
＜
連
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ポ
チ

あ
る
。
（
こ
れ
は
他
の
も
の
ご
、
井
JV

へ
JV

ム
・
ン
ユ
JV

ツ（

〉
の
矢
張
葉
話
風
の
幕
薔
ご
取
り
換
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）

一
層
高

園
に
接
し
て
、
こ
の
建
物
は
白
く
、
氣
高
く
立
つ
て
ゐ
る
0

外
部
か
ら
は
そ
の
善
美
は
窺
へ
な
い
が
、
そ
の
見
事
な
、
大
き
な

容
積
ご
、
表
入
口
を
も
っ
た
、
稽
華
麗
に
し
つ
ら
へ
た
前
面
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
建
物
を
支
配
す
る
建
設
者
さ
そ
の
精
紳
ど
の

特
殊
な
種
類
を
示
さ
う
ご
し
て
ゐ
る
0

高
い
門
を
入
る
こ
、
直
に
藤
紫
の
優
雅
な
空
闊
廣
間
が
人
々
を
取
b
園
む
0

そ
こ
に
は

プ
ラ
ン
の
『
抱
へ
美
術
家
』
ョ
ゼ
フ
・
ワ
ッ
ケ
J
v
>

の
考
案
に
な
る
、
天
使
の
闘
案
が
白
く
石
膏
で
浮
き
出
て
ゐ
る
。
高
い
鏡
、

―
ー
ン
フ
ニ
ン
プ
JV

ク
の
製
作
所
の
貴
重
品
（
二
0
)
が
そ
の
上
に
輝
い
て
ゐ
る
鏡
附
卓
子
、
更
紗
の
垂
帷
、
煙
る
や
う
な
紗
の
窓
掛
、

大
き
な
足
昔
も
泊
え
て
し
ま
ふ
軟
か
な
絨
緞
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
は
、
簡
素
に
組
織
さ
れ
た
観
覧
席
に
入
る
こ
、

よ
る
の
で
あ
る
0

こ
の
室
は
殆
ざ
正
方
形
で
、
白
、
金
及
び
緑
の
三
ツ
の
昔
が
甚
だ
心
雄
よ
い
色
彩
の
和
聾
を
作
っ
て
ゐ
る
。

且
大
な
冠
欣
の
シ
ャ
ン
デ
イ

9
イ
ア
が
天
井
か
ら
乖
れ
て
、
こ
の
室
の
効
果
を
決
定
し
て
ゐ
る
0

壁
面
の
美
し
い
罷
劃
が
高
い

鏡
に
よ
っ
て
、
栗
し
げ
な
反
映
の
効
果
マ
J

い
ふ
長
所
を
具
へ
て
ゐ
る
。
後
側
に
連
な
っ
た
、
小
さ
な
圃
柱
の
あ
る
棧
敷
が
、
こ

の
建
物
の
親
灸
的
性
質
を
強
調
し
て
ゐ
る0

こ
れ
ビ
相
封
す
る
郷
壼
の
額
縁
は
ュ
9

ラ
ス
•
デ
イ
ツ
（
ニ
ー
）
、
の
骰
計
に
な

b
‘

魅

せ
ら
れ
た
モ
子
ご
懲
す
る
王
女
ご
、
龍
ビ
怪
物
マ
J
‘

冑
険
ご
滑
稽
ご
の
童
話
的
世
界
に
直
に
心
を
移
さ
す
の
で
あ
る
°
金
の
扉

が
開
く
マ
J
‘

紐
に
ひ
か
れ
て
動
き
出
す
世
界
の
上
方
へ
、
幕
が
揚
が
つ
て
行
く
0

こ
の
幕
は
デ
イ
ツ
の
手
に
な
る
美
し
い
益
で
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彼
は
こ
の
言
葉
を
以
て
、
本
末
の
、
最
も
真
の
人
形
芝
居
の
典
型
を
正
確
に
翰
廓
づ
け
た
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
も
ま
た
種
々
の
作
品
に
於
て
、

品
を
演
せ
し
め
て
ゐ
る
。
ブ
ラ
ン
が
＾
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
（
二
む
を
上
演
目
録
に
入
れ
た
こ
こ
、
及
び
古
い
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
の

人
形
芝
居
を
採
用
し
た
こ
マ
J

は
、
特
に
成
功
の
や
う
に
息
は
れ
る
0

し
か
し
彼
の
場
合
に
は
な
は
違
っ
た
も
の
が
あ
る
°
即
ち
、

こ
の
作
に
は
深
い
心
の
底
か
ら
響
い
て
水
る
昔
が
聞
え
る
。
さ
う
し
て
メ
ニ
テ
JV
リ
ン
ク
の
『
ク
ン
ク
ジ
イ
JV
の
死
』
こ
共
に
、

こ
の
劇
場
は
全
く
心
理
的
演
技
領
域
に
進
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
ふ
る
に
モ
ツ
ア
JV
ト、

ォ
ッ
フ
エ
ン
バ
ッ
＾
、

劇
の
た
め
に
ブ
ラ
ン
は
優
美
な
表
現
様
式
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
慇
し
い
多
様
雑
駁
が
し
か
し
紛
乱
も
せ
す
、
散
り
卜
＼
に

飛
び
離
れ
も
せ
す
、
管
理
せ
ら
れ
、
人
形
芝
居
の
美
學
的
可
能
性
に
闊
す
る
知
識
並
に
そ
の
傾
倒
に
よ
り
、
及
び
演
技
が
そ
の

中
に
包
括
さ
れ
る
~
J
こ
ろ
の
、
決
定
的
な
造
形
藪
術
的
な
枠
に
よ
っ
て
綜
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
は
人
形
の
形
成
ご
郷
豪
装
飾
並
に
衣
裳
こ
の
た
め
に
具
正
な
大
家
を
登
見
し
た
0

作
が
粗
野
で
、

ス
風
で
あ
る
な
ら
ば
、

『
錯
雑
せ
る
童
話
劇
の
信
す
べ
か
ら
ざ
る
魔
法
を
以
て
」
こ
い
ふ
労
註
を
附
け
て
ゐ
る
，

ポ
チ
イ
の
上
演
目
録
を
踏
製
し
た
。
さ
う
し
て
ポ
チ
イ
と
類
似
の
精
紳
セ
帯
び
た
作

グ

JV

ッ
ク
、

ア
ダ
ム
、

ペ
JV

ゴ
＞
ジ
（
二
ど
の
優
芙
ご
天
才
ど
か
ら
作
り
出
し
た
、
小
さ
な
華
麗
な
歌
削
が
あ
る
0

こ
れ
ら
の
歌

ヤ
コ
ブ
•
ブ
ラ
ア
ド
ル
ご
イ
グ
ナ
ッ
•
ク
シ
ュ
ネ

J
V（
二
入
）
ご
が
し
つ
かb
ご
人
形
の
頭
を
刻
む
°
然
る

ー
ー
ン
フ
ニ
ン
ブ
JV

ク
に
於
け
る
仕
事
か
ら
陶
器
術
の
ロ
コ
コ
式
優
美
を
憫
得
し
て
末
た
ョ
ゼ
フ
●
ワ
ッ
ケ

r
レ
（
二
九
）
は
、

甘
い
辛
辣
ご
梢
硬
い
優
芙
ご
セ
持
っ
た
人
形
を
造
っ
た
°
こ
の
人
形
は
こ
の
劇
塩
の
特
徴
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ェ

JV

ン
ス
ト
・

シ
ュ
ラ
JV

ン(-―
-
0
ぷ
は
背
殻
の
大
家
で
、
最
色
ご
装
飾
ご
の
襲
化
す
る
世
界
を
描
く
。
そ
の
夫
人
へ
＞
エ
ネ
は
人
形
の
衣
裳
係
で
、

—-‘ 
1
7
 

ァ

J
Vツウ

J
V
•ジュ
ニ
ッ
ツ

V
J
Vの
作
に
な
る
勇
敢
な
る
カ
シ
ア
ン
（

＾
ン
ス
・
ザ
ッ
ク

六
）
が
威
張
つ
て
郷
憂
上
を
濶
歩
す
る
の
を
見
物
す
る
。

イ
は
己
れ
の
人
形
芝
居
の
一
ツ
に
、

ー 38―



T
h
9
a
t
e
r
 
M
 1:;nchn:;r 
K
u
 2n
s
t
b
r
.
 

こ
A

に
い
ふ
美
限
ご
は
、
「
人
形
芝
居
に
就
い
て
」

バ
・
ワ
リ
ア
勘
業
博
冤
曾
の
枠
の
中
で
、
今
H
人
形
劇
場
は
演
じ
て
ゐ
る
0

こ
の
ニ
ッ
の
企
て
の
間
に
親
し
い
連
絡
が
あ
る
。

勤
業
博
覧
合
は
、
如
何
に
藪
術
こ
手
エ
こ
が
提
携
す
る
こ
こ
に
よ
っ
て
互
に
進
歩
す
る
か
を
證
明
し
よ
う
9
」
し
て
ゐ
る
0

ブ
ラ

ン
は
か
A

る
原
理
を
人
形
芝
居
の
上
に
闘
取
し
て
ゐ
る
0

彼
は
人
形
芝
居
か
ら
、
原
始
性
の
上
に
立
っ
た
生
来
の
様
式
に
つ
い

て
何
物
を
も
称
は
な
い
。
し
か
し
彼
は
美
術
ご
聯
合
し
て
、
人
形
芝
居
を
そ
の
現
は
れ
に
於
て
改
良
す
る
こ
こ
に
よ
っ
て
、
我

々
が
既
に
殆
ざ
失
っ
て
し
ま
っ
た
ご
こ
ろ
の
一
ツ
の
喜
ば
し
い
文
化
の
國
土
セ
我
々
の
た
め
に
再
び
征
服
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

上
に
掲
載
さ
れ
た

G
e
o
r
g
J
a
c
o
b
 W
o
l
f
,
 
D
a
s
 M
翌
o
n
e
t
t
e
n
,
 

の
全
繹
で
あ
り
0

原
文
に
は
人
形
劇
場
の
建
物
'
t
J
~
r
,
\
~

面
こ
の
潟
其
が
敷
菜
つ
い
て
ゐ

る
Q

そ
の
内

f

＿
一
色
版
の
『
ク
ン
ク
ジ
イ
JV
の
死
』
の
麺
壼
面
は
、
既
に
南
江
氏
の
『
人
形
刷
の
研
究
」
に
収
め
ら
れ
た
。
そ

の
頃
私
が
こ
の
論
文
の
大
意
セ
同
人
維
誌
で
紹
介
し
た
も
の
が
、
同
氏
の
記
憶
に
歿
つ
て
ゐ
た
所
か
ら
、
十
何
年
振
り
で
更

（
二
）
ぞ
s
s
e

は
歳
の
市
f

も
い
ひ
、
こ
の
時
の
事
は
ゲ
予
プ
の
『
作
ふ
”
ど
直l
t』
に
出
て
ゐ
る
。
(
-
―
―
>
「
ヰ

J
Vへ
J
l
r
ム
•
マ
イ

ぞ
プ
JV

の
修
業
時
代
』
の
中
で
、
作
者
自
身
の
映
像
で
あ
る
マ
イ
ス
テ
JV
が
少
年
時
代
に
人
形
芝
居
を
演
す
る
所
を
指
す
。

（
四
）
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
は
古
い
人
形
芝
居
か
ら
題
材
を
ご
つ
て
、
人
形
芝
居
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

尻）

H
豆

n,
ich 
v
o
n
 Kleist

は
ゲ
エ
テ
時
代
の
獨
逸
削
詩
人

に
こ
ヽ
に
澤
出
す
る
こ
こ
ヽ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
こ
の
論
文
は
千
九
百
十
二
年
七
月
登
行
の
『
美
術
』

註

解

派
手
な
色
彩
の
衣
裳
セ
人
形
に
着
せ
る
の
で
あ
る
。

(
U
e
b
e
r
 

-:i9 — 



作
の
繹
は
『
猛
者
』
ご
い
ふ
表
題
で
鴎
外
全
集
に
あ
る
。

D
i
e
 N

の
閲
歴
未
詳
o
「ニニ―
W
i
l
h
e
l
m
S
c
h
u
l
 N 

（ニ――-)
f¥rcadia

は
空
想
に
富

は
陶
器
を
以
て
知
ら
れ
た
獨
逸
の
都
市
o

（ニー）
J
u
l
i
u
s
 

百
九
年
）

ご
い
ふ
著
が
あ
る
C)

(
一
五
）
千
九
百
六
年
0

(
 
六）
p
a
u
l
 
B
r
a
n
m
 

は
千
九
百
五
年
に
第
五
版
が
出
て
ゐ
る
。
（
七
）

T
h
e
o
d
o
r
.
 
~tor.n 

?.;;! 近
代
獨
逸
小
説
家
，

P
o
l
e
 
P
o
p
p
e
n
s
p
a
e
l
e
r
は

A
形
曲
印
研
如
土
家
の
必
讀
の
も
の
0

院
に
邦
暉
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
（
八
）

P
e
c
c
i
 

(

I

 

O
)
 R
e
f
l
x
i
o
n
 
の
直
繹
は
反
射
、
反
映
で
あ
る
が
、
反
射
的
表
現
の
意
味
で
再
現
ご
繹
し
た
。

本
。
」
(
-
四
）
G
e
o
r
g
 F
u
c
h
s

は
近
代
獨
逸
の
演
劇
改
革
家
。

む
牧
人
の
多
く
住
む
希
騰
の
山
嶽
地
方
Q

の
閲
歴
未
詳
0

後

て
。
』
「
ー
ニ
」
M
a
n
t
u
a

は
伊
太
利
ロ
ン
ベ

JV

デ
イ
の
都
市
。

O
b
e
r
f
a
y
e
r
n

は
獨
逸
パ
ヴ
リ
ア
の
南
部
地
方
。

(
-
―
―
一
）
『
子
供
の

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
惑
術
座
の
改
革
を
記
し
た
『
劇
塙
の
革
命
』
（
千
九

（一九）
P
a
u
l
 
L
u
d
w
i
g
 T
r
o
o
s
t

の
閲
歴
未
詳
「
二
0
」
N
y
m
p
h
e
n
b
u
r
g

の
閲
歴
未
詳
Q

（
一
七
）
註
解
第
八
坐
照
Q

（一八）

-• 

G
e
s
a
m
t
 K
u
コ
s
t
w
e
r
k
"

は
ワ
グ
ネ
戸
の
言
葉
で
、
彼
は
こ
れ
を
最
も
複
雑
な
綜
合
藪
術
た
る
築
劇
に
封
し
て
用
ひ
だ
。

は
獨
逸
童
話
壽
家
こ
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

（二四）

p
a
r
a
c
e
r笞
S

は
中
世
紀
獨
逸
の
啓
者
3

臨
g
法
使
ひ
で
あ
っ
た
ご
い
は
れ
る

（二五）
H
e
n
s
 
Sachs~ 

獨
逸
戯
曲
の
父
祖
ご
も
い
は
れ
る
人
。
「
二
六
」
一
幕
物
：
D
e
r
 t
a
p
f
e
r
e
 
C
a
s
i
a
n
"
の
主
人
公
°
こ
の

詳
0

(二九．）
J
o
s
e
p
h
 W
a
c
k
e
r
l
e

の
問
隠
未
詳
0

(

（二七）
f
¥
d
a
m

は
十
九
世
紀
佛
蘭
西
、

O
f
f
e
n
b
a
c
h

は
十
九
世
紀

獨

遜

P
e
r
g
o
l
e
s
i

は
十
九
世
紀
伊
太
利
の
、
何
れ
も
歌
劇
作
家
。
（
二
八
）
J
a
c
o
b
 Bradl, 
I
g
n
a
z
 T
a
s
c
h
n
e
r
何
れ
も
閲
庵
未

0
)
 E
r
n
s
t
 
S
t
e
r
n
 
の
閲
歴
未
詳
。

（
二
）
「
人
形
芝
居
に
つ
い

出
の

P
o
c
c
i

老
伯
ご
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
も
判
然
し
な
い
。
（
九
）

Liliput 
t! 小
人
が
住
む
ど
い
ふ
童
話
の
世
界
の
國
。

そ
の
作

d
a
s
 M
a
r
i
o
n
e
l
t
e
n
 
theater) 
こ
い
ふ
論
文
を
指
す
。

（六）

B
o
g
u
m
i
l
 G
o
l
t
z

は
獨
逸
思
想
家
で

》

B
u
c
h
d
e
r
 K
i
n
d
h
e
i
f
 

『
波
蘭
の
人
形
遣
ひ
』

―40― 







る
か
ら
。
だ
か
ら
彼
は
ベ

JV
ガ
モ

コ

A
R
L
E
C
C
H
I
N
O
 

ァ
J
v
>

ツ
キ
ー
ノ
は
元
氣
が
あ
り
、
優
芙
だ
こ
云
ふ
貼
で
、
骰
面
中
の
王
様
で
あ
る
ビ
云
っ
て
い
い
0

本
来
の
ペ

JV
ガ
マ
ス

（ベ

JV
ガ
モ
人
）
は
そ
の
特
有
の
方
言
で
話
す
ご
そ
の
憤
値
の
半
分
を
失
ふ
0

そ
の
北
は
話
の
大
部
分
を
聞
き
解
け
難
く
す

（
ロ
ン
バ
JV

ヂ
ャ
の
縣
名
）
以
外
で
は
大
低
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
言
葉
を
使
ふ
Q

註註
ニー

• 0 

伊
太
利
料
劇
占
o
m
m
e
d
i
a
dell `
 
arte''

の
原
形
骰
面
の
一
っ

つ
て
以
来
°
こ
の
雨
者
は
離
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
発
展
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
0
(

一

）

顔
面
の
渾
な
る
骰
装
で
な
く
、
性
格
そ
れ
自
身
の
表
現
に
満
ち
て
ゐ
る
0

故
に
、
こ
の
人
形
芝
居
の
魂
こ
も
、
生
命
ご
も
云
ふ

べ
き
骰
面
の
、
代
表
的
な
る
も
の
を
通
し
て
の
解
説
は
、
伊
太
利
偶
人
削
の
本
質
'
y
J

内
容
こ
を
、
概
観
す
る
上
に
於
い
て
、
最

も
適
接
且
つ
便
宜
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。

Pirre 
Louis Duchartre, L
a
 Cornedie italienne. 

Corio Racca. Burattini 
e
 marionette. 

次
に
紹
介
す
る
そ
の
解
説
は
カ
JV

ロ
・
ヲ
ッ
カ
の

そ
れ
等
に
使
用
さ
れ
た
仮
面
、
及
び
骰
面
の
賠
示
に

ラ
ッ
チ
ー
ノ
ご
マ
リ
オ
ネ
ッ
タ
』
に
披
つ
た
も
の
で
あ
る
o
(

I

―

)

 

い
て
作
ら
れ
た
人
形
の
頭
は
、
総
て
の
條
れ
た
演
削
椴
面
と
同
様
、

ラ
ッ
チ
ー
ノ
』
が
、
伊
太
利
人
形
芝
居
の
立
役
者
こ
な

伊

太

利

偶

人

削

の

恨：：

面:

南

Tし、1

" .. 
'. 

郎

一41-







道
を
見
付
け
る
0

既
に
五
十
を
越
え
た
彼
は
、
婚
約
の
媒
介
も
す
る
が
、

遊
び
事
を
し
て
は
親
父
を
破
産
さ
せ
る
Q

金
使
ひ
が
流
い
事
も
あ
る
が
、
慾
深
な
事
の
方
が
多
い
0

忙
し
さ
う
に
騒
ぎ
廻

b‘

演
説
が
巧
く
、
や
や
陰
謀
家
ら
し
い
所
が
あ
る
が
、
狡
猾
な
事
は
稀
で
、
大
低
の
場
合
、
人
の
好
い
男
で
あ
る
り
（
抽
謀
ー
央
乏
照
）

B
R
I
C
H
E
L
L
A
 

プ
リ
ゲ
ラ
は
ア

JV

レ
ッ
キ
ー
ノ
こ
同
様
に
ベ
JV
ガ
マ
ス
ケ
の
谷
間
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
殆
ん
ざ
常
に
ヴ
ユ
ニ
ス
に
住

ん
で
ゐ
て
、
そ
の
方
日
で
話
す
。
彼
は
最
も
す
る
い
陰
謀
家
の
典
型
で
あ

b
、
遠
慮
セ
知
ら
ぬ
出
し
や
張
り
屋
の
典
型
で
あ
る

横
着
で
、

ぉ
喋
り
で
、
下
卑
で
、
何
時
も
召
使
の
役
に
な
り
、
度
々
お
彿
ひ
箱
に
な
る
0

然
し
、
悪
事
に
彼
セ
利
用
し
よ
う
ご

し
て
彼
セ
雁
ふ
も
の
に
ご
つ
て
は
大
切
な
助
手
で
あ
る
0

何
時
で
も
哀
れ
な
恰
好
を
し
て
居
な
が
ら
、
な
か
／
＼
い
い
金
儲
の

コ
ン
ミ
ッ
ジ
ョ
ン
を
着
服
せ
ん
マ
J

し
て
嘘
セ
つ
く
。

メ
ツ
ア
マ
ス
ケ
ラ

顔
に
は
非
常
に
不
潔
な
慇
漢
ら
し
い
頬
搬
ご
顎
敲
が
あ
り
、
何
時
も
チ
ョ
コ
＞
ー
ト
色
の
半
瑕
面
を
付
け
て
ゐ
る
。
（
挿
禽
I
参照）

D
O
C
T
T
O
R
 B
A
L
A
N
 N
 O
N
E
 

バ
ラ
ン
ツ
オ
ー
ネ
先
生
は
ぶ
ロ
ニ
ャ
の
生
れ
で
、
そ
の
地
方
の
方
言
を
使
ふ
が
、
あ
ま
り
つ
ま
ら
す
に
標
準
語
を
も
話
す
。

父
か
ら
の
遺
産
で
盗
鵬
に
暮
し
、
少
し
も
自
分
の
學
問
セ
金
儲
け
に
使
ふ
氣
が
な
く
、
餘
り
勉
強
し
過
ぎ
て
頭
が
襲
に
な
っ
て

ゐ
る
0

唯
技
術
を
愛
す
る
心
か
ら
、
利
得
の
た
め
で
は
な
し
に
腎
者
を
し
イ
、
ゐ
る
0

(
挿
繍
雙
参
照
）

ロ
ザ
ウ
ラ
ご
云
ふ
娘
を
持
つ

事
が
あ
る
0

そ
の
娘
に
は
夫
が
あ
り
、
こ
の
夫
は
彼
の
葵
大
な
遺
産
心
ぜ
受
機
ぐ
事
に
な
っ
て
ゐ
る
0

こ
の
娘
の
言
葉
は
長
っ
た

ら
し
く
て
、
浮
調
子
で
、

い
つ
ま
で
も
蓋
き
な
い
°
氣
立
の
や
さ
し
い
方
で
、
す
ぐ
人
を
許
し
て
や
る
。

一44―



す
ぐ
胤
暴
に
棒
で
打
ち
の
め
す
癖
が
あ
る
。

『
吾
慾
す
ー
ー

io
voglio』

メ
ヲ
•
パ
ク
ッ
カ
は
ロ
ー
マ
人
で
羅
馬
語
を
話
す
。
高
慢
ち
き
な
、

っ
た
人
間
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
全
盛
時
代
の
、

妻
も
同
情
深
い
親
切
者
で
、
名
を
ジ
ャ
コ
メ
ッ
ク
ご
云
ふ
。
正
直
で
、
機
敏
で
、
家
事
を
よ
く
切
り
廻
す
が
、

一
寸
ぉ
喋
り
だ

介
つ
て
、
誰
に
も
泥
酪
し
た
所
を
見
ら
れ
た
た
め
し
が
な
い
ご
云
ふ
人
物
で
あ
る
0

そ
ん
な
風
だ
か
ら
、
非
常
に
よ
く
眠
る
。

し
て
煽
動
し
て
叛
逆
を
起
さ
せ
る
や
う
な
事
は
し
な
い
0

い
つ
で

ん
で
身
を
犠
牲
に
す
る
。
そ
し
て
よ
き
模
範
C
な
る
。

C
I
A
N
D
U
I
A
 

で
話
す
0

ア
ス
チ

ッ
ト
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
｀
，
廣
い
赫
い
顔
で
、
大
き
な
鼻
を
持
ち
、
額
に
は
瘤
が
あ
る
°
横
着
な
田
含
者
、
正
直
者
、
努
働
者

紳
士
、
國
家
ご
王
様
ご
に
最
も
忠
賓
な
よ
き
兵
士
、
等
々
に
な
ろ
0

人
々
を
義
務
の
た
め
に
起
た
せ
よ
う
ご
勢
力
す
る
が
、
決

町
ご
闊
所
こ
セ
守
る
た
め
に
巡
遁
の
任
に
嘗
る
事
を
自
ら
誓
ふ
0

最
も
同
情
心
に
富
む
事
も
彼
の
よ
き
性
質
の
一
っ
で
あ
る
。

酒
は
ご
て
も
好
き
で
、
バ

JV

ベ
ラ
（
ビ
エ
モ
ン
ト
地
方
の
特
産
酒
）
を
讃
美
し
て
や
ま
な
い
0

然
し
陽
氣
に
こ
そ
な
れ
、
未
だ

必
要
な
楊
合
に
は
素
手
で
殴
る
事
が
あ
る
が
、
決
し
て
何
か
を
手
に
持
つ
て
人
セ
殿
っ
た
事
が
な
い
。
ざ
ん
な
つ
ら
い
目
に
あ

つ
て
も
嘘
は
決
し
て
云
は
な
い
Q

媒
口
が
嫌
で
、
殊
に
隠
口
が
大
嫌
で
あ
る
。
だ
か
ら
悪
口
を
云
っ
た
奴
に
は
す
ぐ
食
つ
て
か

か
る
Q

弱
い
者
が
い
ぢ
め
ら
れ
て
ゐ
る
時
は
そ
れ
を
援
け
に
ゆ
く
0

讀
む
事
は
出
来
る
が
書
く
事
は
殆
ん
ぐ
」
出
末
な
い
0

彼
の

M
E
O
 P
A
T
A
C
C
A
 

マJ

云
ふ
言
葉
は
彼
の
大
好
き
な
句
で
あ
る
。
彼
は
云
ひ
繹
す
る
事
を
決
し
て
許
さ
な
い
0

そ
し
て

ヂ
ャ
ソ
ヅ
イ
ア
は
．
ヒ
エ
モ
ン
ト
の
瑕
面
で
、
そ
の

（
ビ
エ
ン
ト
州
の
東
部
の
町
）
に
近
い
カ
リ
ア
ネ
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メ
ネ
ゴ
或
は
メ
ネ
ギ
ー
ノ
・
ダ
・
ド
メ
ー
ー
コ
は
ミ
ラ
ノ
の
骰
面
で
、

る
こ
、 P

U
L
C
I
N
E
 LL
I
¥
 

プ
JV
チ
ネ
ッ
ラ
は
ナ
ボ
リ
生
れ
で
、

p

―
ー
が
大
好
き
だ
が
、
澤
山
で
な
い
ご
満
足
し
な
い
0

獨
身
で
、

C
O
L
O
M
B
乏
A

ロ
ー
マ
訛
も
あ
る
そ
の

ロ
ン
バ

JV
ヂ
ャ
の
百
姓
を
表
し
、
器
用
で
、
快
活
で
、
怠

道
化
を
演
じ
、
馬
鹿
で
あ
る
0

壷
詞
で
は
何
時
も
誨
舌
を
吐
き
、
無
作
法
な
、
意
地
の
瓶
い
事
を
云
ふ
0

大
飯
食
ひ
で
、

い
つ
も
貧
弱
な
み
な
り
を
し
て
ゐ
て
、
よ
く
召
使
こ
な
る
。

大
き
な
突
出
た
釣
鼻
で
、
黒
い
半
椴
面
を
付
け
て
ゐ
る
0

腹
が
大
き
く
て
、
何
時
も
だ
ぶ
ー
＼
し
て
ゐ
る
の
で
皮
帯
で
し
め
て

ゐ
る
0

帽
子
は
縁
の
上
に
そ
っ
た
、
初
飾
り
の
附
い
た
大
き
な

OO錐
形
の
も
の
で
、
手
に
は
要
心
の
根
棒
セ
持
つ
て
ゐ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ナ
は
ヴ
ニ
―
ー
ス
生
れ
の
、
聘
儀
正
し
い
女
中
で
、
考
へ
深
く
、
規
律
正
し
く
、
正
直
で
、
上
品
で
、
交
際
家
で
、

よ
き
相
談
相
手
で
あ
る
0

老
主
人
を
尊
敬
し
、
放
蕩
息
子
に
忠
告
し
、
ア
J
v
>

ツ
キ
ー
ノ
を
愛
す
る
、
然
し
彼
女
は
さ
て
ご
な

一
度
も
彼
ご
結
婚
す
る
決
心
の
つ
い
た
た
め
し
が
な
い
0

商
分
お
し
や
れ
で
、
何
時
も
別
誂
へ
の
や
や
短
い
、
明
る
い

色
の
上
衣
を
着
け
、
細
い
腰
に
エ
プ
P

ン
を
し
て
ゐ
る
0

頭
に
は
花
の
つ
い
た
白
い
上
品
な
帽
子
を
冠
つ
て
ゐ
る
。

M
E
N
E
C
O
 

け
者
で
あ
る
。
彼
の
考
案
の
中
で
一
番
馬
鹿
げ
た
も
の
を
他
人
に
押
し
付
け
得
る
こ
信
じ
て
ゐ
る
0

然
し
何
時
も
失
敗
す
る
。

彼
に
は
少
し
も
粘
紳
的
な
所
が
な
い
°
然
し
非
常
に
善
良
で
、
何
時
で
も
喜
ん
で
自
分
を
犠
牲
に
す
る
。

マ
カ

で
話
す
。
彼
は
狡
猾
、
鐵
面
皮
、
不
規
律
の
櫂
化
で
あ
る

一48―







人

形

芝

居

の

壼

帳

と

し

て

古
く
は
、
＿
―
-
馬
種
彦
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
饗
庭
箪
村
幸
堂
得
知
、
尚
近
く
は
坪
内
逍
謡
博
士
の
指
導
の
許
に
早
稲
田

の
學
園
に
近
松
門
左
衛
門
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
°
こ
の
早
稲
田
の
近
松
研
究
會
の
第
一
會
が
明
治
廿
九
年
十
月
で
、
こ
の

研
究
の
結
果
竺
握
め
に
し
て
『
近
松
之
研
究
』
と
い
ふ
輩
行
本
が
出
版
さ
れ
て
、
早
稲
田
の
研
究
が
一
段
落
を
告
げ
た
の
が
、

明
治
一
ー
エ

'-1一
年
十
一
月
こ
す
る
ご
、
約
四
ヶ
年
間
、
早
稲
田
文
學
の
上
で
、
近
松
の
浮
る

b
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
た
。

こ
ん
な
風
潮
を
受
け
て
、
爾
末
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
の
選
集
、
評
秤
、
全
集
ま
で
が
可
な
り
の
敷
に
上
る
ほ
ざ
出
版
さ
れ

た
0

が
、
そ
れ
も
近
松
門
左
衛
門
二
百
年
忌
の
記
念
ご
し
て
、
藤
井
紫
影
博
士
の
校
註
で
出
版
さ
れ
た
『
近
松
全
集
』
十
二
倦

で
一
段
落
を
告
げ
た
や
う
で
あ
る
。

の

然
ら
ば
こ
れ
で
盤
く
近
松
の
研
究
が
至
り
蓋
し
た
か
こ
い
ふ
に
、
決
し
て
然
ら
す
、
私
は
近
松
の
研
究
は
賓
は
こ
れ
か
ら
だ

さ
思
ふ
0

今
日
ま
で
の
近
松
の
研
究
は
、
讀
む
も
の
こ
し
て
の
浮
る
り
、
丸
本
セ
机
上
に
乗
せ
て
の
研
究
は
、
或
は
1

先
づ
一

段
落
の
戚
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
0

ー
|
校
註
、
或
は
近
松
の
修
僻
、
人
物
の
性
格
批
判
、
作
の
由
来
影
響
な
ざ
は
、
不
完
全
な

近

松

の

浄

る

り

石

割

松

太

郎

一 49―



節
が
、 こ

れ
を
具
体
的
に
い
ふ
ご
、
『
大
和
往
来
』
で
な
い

の
飛
脚
』
の
近
松
の
原
作
で
、
芥
て
土
佐
太
夫
が
『
封
印
切
』
を

が
ら
界
ば
一
段
落
を
告
げ
た
か
の
如
き
観
が
あ
る
Q

|
ー

I

然
し
近
松
の
作
品
は
机
上
で
讀
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
三
味
線
に

合
は
し
て
語
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
浮
る
り
に
合
し
て
麹
嚢
の
上
で
『
人
形
』
が
動
か
ね
ば
な
ら
ぬ
約
束
の
も
ご
に

製
作
さ
れ
た
―
つ
の
脹
本
だ
。
『
人
形
芝
居
』
の
豪
本
だ
ご
い
ふ
事
は
、
ま
る
で
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
0

こ
ん
な
事
は

申
す
ま
で
も
な
い
事
で
刊
り
切
っ
た
事
で
あ
る
筈
で
、
今
日
ま
で
の
研
究
者
は
、

こ
の
大
事
な
事
を
、

て
近
松
の
芙
僻
麗
句
に
酔
ひ
す
ぎ
て
ゐ
る
。
こ
の
蹂
味
に
お
い
て
古
今
に
冠
た
る
作
者
だ
ご
い
ふ
に
、
私
は
不
滴
足
の
意
を
表

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
に
封
し
て
、
そ
の
研
究
者
は
も
う
一
度
讀
返
へ
し
て
下
さ
い
。
ー
ー
・
語
り
物

ご
し
て
の
人
形
芝
居
の
根
本
こ
し
て
の
作
品
で
あ
る
こ
こ
を
頭
に
ま
づ
お
い
て
『
再
吟
味
』
を
私
は
要
求
す
る
。

す
る
こ
、
近
松
の
作
品
を
讀
む
も
の
こ
し
て
の
債
値
に
は
さ
し
て
影
響
は
あ
る
ま
い
が
、

『
人
形
芝
居
の
豪
帳
』
ご
し
て
の

近
松
の
作
品
は
ざ
ん
な
事
に
な
る
だ
ら
う
か
、
量
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
こ
思
ふ
0

こ
の
近
松
の
語
り
物
マ
J

し
て
の

浮
る
り
の
研
究
、
人
形
芝
居
の
根
本
と
し
て
の
研
究
が
行
届
い
て
、
初
め
て
人
形
浮
る
り
の
牌
末
に
、

く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
日
の
文
業
座
に
到
し
て
、
新
作
を
要
求
し
た
り
、
或
は
近
松
の
復
活
を
唱
道
す
る
の
は
、
こ
の
研

究
が
十
分
に
至
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
、
末
調
査
の
ま
ヽ
推
移
す
る
こ
ご
は
、
四
百
五
十
年
の
歴
史
あ
る
人
形
芝
居
の
た
め
に
、

危
険
な
事
ぢ
や
あ
る
ま
い
か
ご
、
私
は
常
に
お
そ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

語
っ
た
事
が
あ
る
0

こ
の
時
に
私
は
『
節
』
マ
J

『
人
形
』
ど
の
二
つ
に
就
い
て
疑
間
セ
典
へ
ら
れ
た
3

こ
の
土
佐
太
夫
の
語
る

一
体
い
つ
の
頃
か
ら
の
節
だ
ら
う
か
、
梅
忠
が
出
末
た
の
が
正
徳
元
年
で
、
そ
の
後
絶
え
て
舞
嚢
に
出
な
か
っ
た
。
す
つ

＾
ッ
キ
リ
ご
メ
ド
が
付

こ
、
0

↑

'

 

し

一
等
大
切
な
事
を
忘
れ
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自
由
で
あ
る
に
比
し
て
人
形
の
郷
”
文
鯰
遷
に
は
制
限
が
あ
る
。
沖
る
り
の
制
肘
セ
受
け
ね
ば
な
ら

mo

が
人
形
の
郷
蚤
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
浮
る
り
の
文
句
の
範
間
内
し
か
動
く
事
が
旧
来
な
い
。

『
節
』
の
襲
遷
が
放
奔

の
は
後
世
の
も
の
で
あ
る
に
疑
ひ
は
な
い
。

の
出
末
始
め
た
の
が
、
享
保
十
二
年
か
ら
で
あ
る
か
ら
、

の
飛
脚
』
”
初
派
の
後
十
六
年
の
年
所
が
経
て
、
や
う
／
＼
人

炉
想
像
さ
れ
る
Q

人
形
の
い
ろ
ん
な
工
風

の
飛
脚
』
が
郷
姿
に
上
る
前
六
年
の
事
で
あ
る
0

こ
れ

し‘

゜

1

朝
一
夕
に
は
説
け

ー
つ
の
伴

も
の
で
あ
る
Q

土
佐
太
夫
の
節
が
、
歿
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
ご
す
れ
ば
、
こ
の
染
太
夫
の
節
で
な
く
ば
な
ら
ぬ
。
近
松
が
創
作
の

営
時
は
、
三
味
線
の
連
名
顛
ふ
れ
を
見
て
も
、
精
々
一
＿
＿
人
四
人
の
三
味
線
で
あ
る
こ
ど
か
ら
押
し
て
、
洋
る
り
の
一
1

一
味
線
は
今

H
の
や
う
な
手
の
こ
ん
だ
も
の
で
な
い
事
を
推
す
る
こ
こ
が
出
来
る
0

恐
ら
く
今
日
の
浪
花
節
の
三
味
線
の
如
く
、

奏
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
マ
J

息
ふ
が
、
文
政
一
一
一
年
の
染
太
夫
の
時
に
は
、
も
う
今
日
の
浮
る
り
の
三
味
線
で
、
箪
な
る
伴
奏
で

な
く
て
、
語
る
太
夫
ご
雨
々
相
侯
つ
て
．

『
弾
い
た
』
も
の
で
あ
る
こ
こ
は
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。
さ
れ
ば
士
佐
太
夫
の
は
文
句

は
「
冥
土
の
飛
脚
』
の
原
作
で
あ
る
が
、
節
は
文
政
の
染
太
夫
か
或
は
そ
の
以
後
の
『
冥
士
の
飛
脚
』
で
あ
る
事
に
疑
ひ
は
な

こ
れ
に
比
し
て
人
形
の
麹
蛋
は
ざ
う
あ
ら
う
か
（
＞
人
形
の
今
日
の
綿
憂
を
構
成
す
る
ま
で
の
歴
史
は
、

な
い
が
、
今
H
氣
笠
の
第
一
歩
セ
な
し
た
の
は
、
何
ん
さ
し
て
も
辰
松
八
郎
兵
衛
が
、

を
し
た
の
に
始
ま
る
ご
見
て
い
~
o

そ
れ
は
宜
に
衰
永
二
年
。

に
見
て
も
、
『
冥
土
の
飛
脚
』
の
初
演
の
懇
紫
は
、
極
め
て
原
始
的
讐
紫
で
あ
っ
た

『
用
明
天
皇
職
人
鑑
』
で
出
語
出
遣
ひ

形
の
エ
風
が
出
来
て
世
人
が
、
ア
レ
眉
が
勁
い
た
、
日
が
あ
い
た
と
節
い
た
位
で
あ
る
か
ら
、
人
形
の
麹
壼
も
土
佐
太
夫
の
時

ご
後
に
な
っ
て
文
政
一
＿
＿
年
に
、
今
8
の
文
築
座
が
文
築
軒
の
手
で
、
稲
荷
の
芝
居
時
代
に
染
太
夫
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
て
ゐ
る

ー 51-



名
入
Jゞ

呼
ば
れ
た
初
代
園
平
の

H
記
に
よ
る
ご
、
節
の
復
活
に
幽
し
て
左
の
如
き
意
味
を
云
つ
て
ゐ
る
。
ー
ー
・

古
人
の
残
し
た
丸
本
に
付
せ
ら
れ
た
節
章
ー
ー
・
ホ
ン
の
僅
か
な
節
章
を
辿
つ
て
一
つ
の
節
章
の
最
後
こ
、
次
の
節
寒
の
最
初

ご
の
間
に
橋
を
架
け
て
、
節
章
の
な
い
虞
に
節
を
作
る
、
こ
れ
が
節
の
復
活
で
あ
っ
て
、
九
本
に
現
有
す
る
節
章
の
一
貼
な
b

ご
も
無
説
す
る
事
は
出
末
な
い
0

こ
れ
を
無
視
す
る
の
は
節
の
復
活
で
な
く
て
、
節
の
新
作
で
あ
b
、
古
人
へ
の
冒
漬
で
あ
る
。

マJ
、
言
っ
て
ゐ
る
。

が
詮
す
る
慮
人
形
の
舞
憂
の
驚
く
べ
き
襲
遷
こ
登
逹
こ
は
近
松
時
代
の
人
形
の
舞
憂
を
想
像
す
る
さ
へ
も
難
い
。
さ
れ
ば
『
梅

忠
の
原
作
』
ご
い
ふ
±
佐
太
夫
の
時
の
舞
憂
も
、
今
H
の
創
造
で
あ
り
、
少
く
も
文
政
の
染
太
夫
常
時
む
創
造
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
原
作
の
梅
忠
の
郷
憂
を
見
る
こ
、
梅
川
の
出
ま
で
の
郷
壼
に
、
人
形
が
ゴ
ク
ー
＼
し
て
、
舞
憂
の
人
形
セ

よ
く
動
か
し
て
ゐ
な
い
0

即
ち
近
松
の
作
品
の
多
く
が
、
人
形
を
舞
憂
に
生
か
す
こ
こ
を
知
ら
な
い
0

言
葉
を
換
へ
る
ご
『
人

形
芝
居
』
の
根
本
の
作
者
ご
し
て
は
近
松
は
極
め
て
凡
庸
な
る
作
者
で
あ
っ
た
こ
ご
が
刊
る
。

こ
れ
を
今
度
の
文
築
座
の
新
築
記
念
興
行
の
近
松
の
作
で
あ
る
『
平
家
女
護
嶋lの
人
形
の
麺
憂
を
よ
く
御
覚
に
な
る
'
y
J
~

る
が
、
こ
の
人
形
の
舞
壼
も
、
節
も
共
に
勿
論
近
松
嘗
時
の
も
の
で
な
く
、
同
じ
く
染
太
夫
乃
至
蒲
太
夫
が
復
活
し
た
時
代
の

創
造
で
あ
る
事
は
、
『
冥
土
の
飛
脚
』
こ
同
じ
事
が
云
へ
る
Q

慮
で
、
こ
の
『
平
家
女
護
島
』
の
鬼
界
ヶ
島
の
一
段
を
見
る
マ
J

、現

い
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
0

原
作
に
よ
っ
て
立
派
な
麹
憂
を
、
今
の
人
形
が
ク
リ
エ
ー
ト
す
る
こ
ど
が
出
末
な
い
こ
い
ふ
よ
り
も
、

原
作
が
人
形
を
生
し
て
ゐ
な
い
こ
い
ふ
事
を
適
確
に
い
ふ
事
が
出
末
る
。

尤
も
今
日
の
三
人
遣
ひ
は
、
享
保
十
九
年
か
ら
初
つ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
近
松
の
死
ん
だ
の
は
享
保
九
年
で
あ
る
か
ら
十
年
後

今
の
人
形
遣
ひ
に
オ
分
の
不
足
を
い
ふ
よ
り
も
、
原
作
の
『
鬼
界
ヶ

が
、
何
ん
こ
し
て
も
麺
憂
を
生
か
す
こ
こ
が
出
末
な
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私
の
近
松
再
吟
味
を
主
唱
す
る
所
以
が
こ
＞
に
あ
る
。

、
n
o

し
カ
ざ
る
以
上
、
近
松
の
研
究
は
、
ま
だ
出
末
て
ゐ
な
い
、
手
が
付
け
ら
れ
て
ゐ
な
い
ご
い
ふ
事
の
方
が
適
営
な
申
分
ぢ
や
あ
る
ま

机
上
の
研
究
|
|
そ
れ
も
い
>
が
‘
も
う
一
度
、

ゞ

を
基
調
ご
し
た
近
松
研
究
が
、
再
び
新
規
に
行
は
れ

の
辮
護
設
は
さ
も
あ
る
べ
き
事
で
あ
る
が
、
私
は
さ
う
は
思
は
な
い
0

荘
が
近
松
再
吟
味
を
要
求
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

例
へ
ば
、
今
度
の
『
鬼
界
ヶ
島
』
を
御
ら
ん
に
な
っ
た
讀
者
は
、
心
付
か
れ

演
べ
に
只
獨
b
友
な
し
千
鳥
泣
わ
め
き
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
足
す
り
し
て
は
臥
ま
ろ
び
人
め
も
恥
ぢ
す
歎
き
し
が
』
で
ク
ド
キ
が
演
ん
で

ゐ
る
に
拘
ら
す
『
歎
き
し
が
』
の
『
が
』
で
再
び
千
鳥
の
ク
ド
キ
が
初
ま
り
『
海
士
の
身
な
れ
ば
、
一
里
や
二
里
の
海
こ
は
い

•••• 

が
美
僻
麗
句
に
眩
惑
さ
れ
て
讀
む
も
の
は
『
節
』
さ
『
人

ご
恩
は
ね
共

．．．．．．．．． 
』
と
、
文
僻
が
績
い
て
末
る
0

こ
>
ら
の

形
の
舞
豪
』
こ
を
忘
れ
て
し
ま
ふ
0

こ
れ
が
今
日
ま
で
の
近
松
の
研
究
者
の
常
で
あ
っ
た
さ
い
へ
る
。

（
昭
和
五
年
一
月
）

思
ふ
が
、
千
鳥
が
ク
ド
キ
の
『
不
便
や

の
三
人
遣
ひ
を
豫
想
し
て
の
浮
る
り
で
な
い
、
近
松
営
時
の
一
人
遣
ひ
の

し
込
み
』
人
形
を
豫
想
し
て
の
舞
憂
で
あ
る
と
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第
一
岱
第
一
場
。
・
ハ
ン
ク
ロ
ー
ネ
が
應
毀
が
う
ま
く
ゆ
か
ぬ
と
歎
い
て
ゐ
る

同
第
二
況
°
バ
ン
ク
ロ
ー
ネ
と
そ
の
召
使
の
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
。
彼
は
師
月

の
給
料
が
少
い
市
「
孵
月

3
c
e
n
t
」
と
、
料
理
番
の
女
が
腹
の
張
る
程
兵
し
て

く
れ
な
い
の
で
腹
が
滅
つ
て
た
ま
ら
ぬ
と
こ
ぽ
し
て
ゐ
る
。
然
し
バ
ン
ク
ロ
ー

ネ
は
彼
が
た
ら
ふ
く
食
つ
て
ゐ
る
事
を
知
る
。
に
も
か
4

は
ら
ず
こ
の
袴
良
な

主
人
は
彼
に
将
給
を
約
束
す
る
。

阿
第
一
＝
場
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
と
若
い
女
中
の
コ
ロ
ン
ビ
ナ
0

ア
ル
レ
ッ
キ

ー
ノ
の
計
問
。
コ
ロ
ン
ビ
ナ
は
そ
の
計
割
を
嘲
ひ
、
彼
を
椰
楡
す
る
。

第
四
塩
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
パ
ン
ク
ロ
ー
ネ
か
ら
違
っ
た
月
給
を
受
取

A MARIONETTE MA KER IN 1500. 

る
。
こ
の
主
人
は
親
清
と
位
約
と
を
奨
め
る
。

同
第
五
楊
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
プ
リ
ゲ
ラ

t:
會
ふ
。
彼
は
そ
り
に
人
に
隋

膀
を
し
て
遊
ば
ふ
と
相
談
を
持
ち
か
け
る
C

策
二
條
第
一
場
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
と
プ
リ
ゲ
ラ
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
ば
今
賠
に

っ
た
所
で
．
仕
事
に
と
り
か
か
る
。

同

第

一

＿

楊

u

ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
吹
い
過
ぎ
て
病
氣
に
な
る
。

同
第
一
ー
ー
場
。
バ
ラ
ン
ツ
オ
ー
ネ
先
生
が
彼
を
訪
れ
、
隈
習
用
の
葉
＂
皿
を
色
々

と
彼
の
四
に
調
合
す
る
。

同
第
四
場
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
薬
を
飲
ま
な
い
C

，
が
、
や
が
て
治
る
。

同
第
五
均
。
破
産
し
た
パ
ン
ク
ロ
ー
ネ
が
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
に
愚
痴
を
こ
ぽ

す
。

同
第
六
場
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
彼
の
財
布
を
バ
ン
ク
ロ
ー
ネ
の
総
に
投
出

す
。
そ
し
て
彼
を
破
産
か
ら
救
ふ
。

同
第
七
楊
。
・
ハ
ン
ク
ロ
ー
ネ
と
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
仲
蒋
く
同
盟
し
、
ア
ル

レ
ッ
キ
ー
ノ
は
コ
ロ
ン
ビ
ナ
と
結
婚
し
。
め
で
た
し

l
＼
で
終
る

「
喜
劇
の
形
式
の
雛
形
ー
ー
幸
運
な
る
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
J
•

一
謀
」

S
c
h
e
m
a
 di 
c
o
m
m
e
d
i
o
l
e
 per barattini 

B
r
i
g
h
e
 =
 
a
 Caviccio n1ediatore 

第
一
篠
第
一
場
。
プ
リ
ゲ
ラ
が
失
職
し
て
、
背
の
好
っ
た
瑣
の
事
を
思
ひ
出
し
な

が
ら
、
榮
に
荘
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
だ
と
策
を
め
ぐ
ら
し
て
ゐ
る

同
第
二
場
。
・
ハ
ン
ク
ロ
ー
ネ
の
息
子
の
レ
リ
オ
が
、
彼
を
召
使
ひ
と
し
て
雇

は
う
と
申
出
る
。
プ
リ
ゲ
ラ
は
喜
ん
で
そ
の
巾
出
を
受
け
る
。
レ
リ
オ
は
＂
十
速

小
切
手
を
書
く
。
然
し
そ
の
額
而
を
プ
リ
ゲ
ラ
は
割
引
さ
せ
ら
れ
る
。

同

パ

ン

ク

ロ

ー

ネ

が

重

る

借

金

と

、

彼

の

逍

架

息

子

レ

リ

オ

の
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不
行
跡
の
鯰
に
困
り
切
つ
て
ゐ
る
。

同
第
四
楊
。
コ
ロ
ン
ビ
ナ
と
カ
ピ
ク
ノ
•
モ
ロ
ロ
登
揚
。
モ
ロ
ロ
は
東
方
國

に
向
け
て
船
出
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。

同
第
沃
均
°
゜
ハ
ン
タ
ロ
ー
ネ
は
プ
リ
ゲ
ラ
に
、
彼
が
レ
リ
オ
に
相
談
し
か
け

ナ
好
く
な
い
企
み
を
叱
り
、
彼
を
牢
尻
へ
入
れ
る
ぞ
と
を
ど
し
て
ゐ
る
。

詞
第
六
均
°
レ
リ
オ
は
父
に
今
ま
で
の
だ
ら
し
な
い
生
祈
を
詫
び
、
心
を
入

れ
換
へ
る
事
を
替
ふ
。
そ
し
て
モ
ロ
ロ
と
旅
立
つ
。

第
一
一
幕
第
一
楊
°
レ
リ
オ
は
コ
ン
ス
ク
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
に
来
て
ゐ
る
0

モ
ロ
ロ
は

彼
の
銘
に
戯
を
探
し
て
や
り
、
金
を
奥
へ
、
埃
及
（
向
け
て
出
痰
す
る
、

阿
第
一
一
均
。
レ
リ
オ
は
ま
た
悪
い
仲
間
に
入
っ
て
一
文
な
し
に
な
リ
。
飢
に

苦
し
む
で
ゐ
る
。
が
、
ど
う
し
て
も
死
に
た
く
な
い
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
の
帆
船

に
乗
組
み
、
ヴ
ヱ
ニ
ス
に
向
ふ
。

同
第
三
場
。
こ
の
カ
ビ
タ
ノ
は
レ
リ
オ
の
父
の
友
で
あ
る
。
彼
は
レ
リ
オ
に

虹
面
H
に
彼
の
努
め

t
即
み
、
吹
心
し
て
ヴ
ェ
ニ
ス
に
婦
る
よ
う
に
戒
め
る
。

M

第
四
場
、
レ
リ
オ
と
バ
ン
ク
ロ
ー
ネ
の
対
面
。
レ
リ
オ
は
父
に
、
今
後
、

正
直
に
勤
勉
に
生
活
す
る
ト
を
哲
ふ
c

そ
こ
で
父
の
怒
り
も
心
配
も
と
け
て
、

バ
ン
ク
ー
ロ
ネ
と
そ
の
息
＾
す
の
面
乞
胄
間
梨
式
と
な
る
。

詞
第
五
楊
。
プ
リ
ゲ
ラ
も
ま
た
、
芥
頭
に
な
る
巾
を
拠
め
ら
れ
、
立
祇
な
人

問
と
な
り
、
彼
の
務
め
を
守
ろ
事
を
正
式
に
誓
ふ
c

「
プ
ラ
ッ
チ
ー
ノ
劇
に
到
す
る
嘉
劇
範
倒

深
謀
家
の
ブ
リ
ゲ
ラ
・
カ
ビ
ッ
チ
オ
，
一

C
a
r
l
o
 R
a
c
c
a
,
 
"Burattini 
e
 
Marionette''iK~ 

照。

以
上
の
二
項
は
本
琥
の
拙
稿
及
び
柿
砒
の
参
老
と
し
て
、
詞
じ
カ
ル
ロ
•
ラ
ッ

カ
の
労
書
に
媒
っ
た
も
の
で
あ
る
c

向
、
右
原
甚
は
伊
太
利
パ
ラ
ビ
ア
廂
C
"
刊
行

の
稀
麒
の
古
書
で
、
小
寿
屈
古
氏
か
ら
特
別
に
打
伯
し
た
も
の
で
あ
る
c

Punch guiets Judy, a drawiny by George 

Cruikshank. 

P
U
N
C
H
 A
N
D
 J
U
D
Y
 

人
指
を
頭
へ
、
親
指
と
中
指
と
で
腕
を
動
か
す
プ
ラ
ッ
チ
ー
ノ
と
阿
類
の
も
の

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ー
ー
ヨ
ル
、
梃
國
の
パ
ン
チ
と
ジ
ュ
デ
ィ
等
が
あ
る
。
こ
の
パ

ン
チ
に
闘
す
る
最
も
樅
成
あ
る
征
究
書
と
し
て
は
、
一
八
二
八
年
に
刊
行
さ
れ
た

J, 
P
a
y
n
e
 Collier
の

"
P
u
n
c
h
a
n
d
 J
u
d
y
"

が
あ
る
。
ク
レ
エ
グ
は
こ

の
書
に
就
て
「
英
國
印
刷
界
が
庁
出
し
た
も
の
の
う
ち
で
、
最
も
喜
ば
し
い
一
巻

で
あ
る
、
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
然
し
何
分
百
年
以
前
の
限
定
出
阪
本
で
、
今
で
は

容
易
に
手
に
人
ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
に
も
こ
れ
に
代
る
詞
名
の
書
が
、

昨
年
末
、
紐
育
の

R
i
m
i
n
g
t
o
n
 H
o
o
p
e
r
書
房
か
ら

G
.
C
r
u
i
k
s
h
a
n
k
に
よ

つ
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
も
一
予

n七
十
六
部
の
限
定
本
な
の
で
、
取
敢
ず
、
賣
切

れ
な
い
う
ち
に
讀
者
諸
氏
に
紹
介
し
て
お
く
。
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